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資料 1  
別表 2005年度の機関別・遺伝学的検査数および遺伝カウンセリング数 

検査数 内訳 
No. 地域 機関 

種別 外来種別 1) 規模（ベッ
ド数）2) 

遺伝学的検

査数(計) 3) 染色体 DNA／ 
遺伝子 

遺伝カウ

ンセリン

グ数 4) 
１ 東北 大学 総合遺伝外来 600 17 2 15 20
２ 近畿 その他 総合遺伝外来 600 46 0 46 5
３ 関東 その他 診療科対応 600 97 97 0 120
４ 九州 大学 診療科対応 800 64 20 44 30
５ 四国 大学 総合遺伝外来 600 0 0 0 19
６ 関東 その他 総合遺伝外来 400 432 377 55 18
７ 九州 大学 総合遺伝外来 900 －5) － － －

８ 東北 大学 診療科対応 1000 12 12 0 25
９ 関東 大学 総合遺伝外来 800 13 7 6 57
10 中国 大学 総合遺伝外来 600 4 0 4 10
11 東海 大学 総合遺伝外来 1500 3 1 2 8
13 近畿 大学 総合遺伝外来 800 － － － －

14 近畿 大学 診療科対応 800 2 2 0 16
15 北海道 大学 総合遺伝外来 900 3 2 1 8
16 九州 大学 総合遺伝外来 1300 14 8 6 23
17 関東 大学 診療科対応 1100 10 10 0 55
18 関東 大学 診療科対応 1100 50 40 10 45
19 四国 大学 総合遺伝外来 600 12 0 12 12
20 九州 大学 総合遺伝外来 600 0 0 0 11
21 関東 その他 診療科対応 500 5 5 0 6
22 九州 その他 総合遺伝外来 700 32 31 1 112
23 中国 大学 総合遺伝外来 700 188 160 28 370
24 北海道 大学 総合遺伝外来 600 4 3 1 12
25 近畿 その他 総合遺伝外来 400 188 0 188 40
26 近畿 大学 総合遺伝外来 1200 1033 1006 27 110
27 東北 大学 総合遺伝外来 600 5 1 4 22
28 東海 大学 総合遺伝外来 700 － － － －

29 九州 大学 総合遺伝外来 700 0 0 0 17
30 北陸 大学 診療科対応 1000 7 7 0 5
31 北海道 大学 診療科対応 900 － － － －

32 関東 大学 総合遺伝外来 1200 13 10 3 41
33 近畿 大学 総合遺伝外来 1000 25 1 24 72
34 北海道 その他 総合遺伝外来 200 193 189 4 191
35 関東 大学 総合遺伝外来 600 62 60 2 －

36 関東 大学 総合遺伝外来 1400 257 67 190 307
別表注 1）ここでは遺伝子診療を専門に扱う部門を「総合遺伝外来」、それ以外のケースを「診療科対応」
と表記している。 
別表注 2）各機関のベッド数を 10の位で切り上げた。 
別表注 3）検査数については、調査票B4および調査票Dを参照し、両者の値が不一致の場合は、特に調査
票 B4 の項目設定によって集計からもれている検査がある可能性を考慮し、項目ごとに多い方を集計に用
いた。 
別表注 4）カウンセリング数については、調査票C9および調査票Dを参照し、両者の値が不一致の場合は、
その平均値（小数点以下四捨五入）を集計に用いた。 
別表注 5）表中の斜線部は遺伝カウンセリングを担う部門が 2006年度開設のため 2005年度実績がないケー
スである。また表中に「－」とある箇所は無回答である。 


